
【日 程】２月 10 日（水）～24日（水） 

【場 所】大町会館 玄関ホール 

【提 供】「クラフトコスモス」のみなさん 

の教室･行事予定 

西条市人権教育協議会・西条市人権擁護課 

2022年 3月 3日、全国水平社創立 100周年を迎えます。 

1922年 3 月 3 日、京都の岡崎公会堂に「人間を尊敬する

ことによって自ら解放せんとする」人々が全国各地から集

まりました。その数 3,000人。日本最初の人権宣言といわ

れる「水平社創立宣言」が満場一致で採択され、「人間を

差別する言動は一切許さない」と決議されました。 

 「水平」には、「差がないこと」「人間のつくる尺度では

決してはかることができない絶対的な平等」などの意味が

込められています。憐れみや同情ではなく、人間を尊敬す

ることによって、仲間とともに自ら立ち上がり、差別のな

い社会をつくろうとする運動が始められました。 

 「綱領」には、「吾等は人間性の原理に覚醒し人類最高

の完成に向かって突進す」という決意ものべられていま

す。単に部落差別の解消だけではなく、「この地球上に生

きる一人一人が、人間としての固有の尊厳と価値をもって

いて、絶対に差別されないのだ」ということをめざしてい

たのです。 

 大会では、16歳の山田孝野次郎（やまだ このじろう）

も少年代表として演説を行い、全国から集まった参加者に

訴えました。人からさげすまれ、仲間はずれにされたこと

を涙ながらに報告し、「大人も子どもも一斉に立ち上がっ

て、差別を打ち破りましょう。そして、光り輝く新しい世

の中にしましょう。」と力強く呼びかけたのです。 

 全国水平社創立 100周年を迎えるにあたり、もう一度、

当時の人々の「人類最高の完成に向かって突進す」という

熱い思いを、改めて自らのものにしていきましょう。 

「人の世に熱あれ、人間に光あれ」 

新春恒例行事「新春人権かるた・お手玉大会」を 1 月２３日（土）に開催しました。 

大町福寿会のみなさんと校区の大町小学校の児童がかるた取りやお手玉で交流しました。今年は 

コロナ禍での３密を避けるため、いつものかるたではなく西条の自然・名勝・史跡・文化財を読

み込んだ「西条の歴史かるた」（西条史談会 刊）の大型版を使用して行いました。 

小学校の先生の札読みを聞きながら、一斉に走って札の取り合いとなり、大変盛り上がりました。 

 また、お手玉大会では福寿会の方々が丁寧に教えてくださり、両手２個ゆりで競争しました。 

片手２個ゆりや３個ゆりにも挑戦するなど、最初はうまくできなかった子どもたちもだんだんと

上手にできるようになりました。 

かるたやお手玉以外にも、コマ回しやけん玉も

教えていただきました。 

地域の方々と昔の遊びを通してふれあい交流し

ながら、楽しいひとときを過ごしました。 

 ご参加くださった福寿会のみなさま、学校の

先生方、ありがとうございました。 

 

      

 

 

        

  

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  曜 教 室・行 事 等     

1 月 健康･太極拳教室（14:00～15:30） 

3 水 フォークダンス（10:00～12:00） 

5 金 
健康体操（13:30～15:30） 

南子ども会（19:30～21:00） 

8 月 健康･太極拳教室（14:00～15:30） 

9 火 茶道（13:30～15:30） 

10 水 健康相談（13:30～15:30） 

12 金 
健康体操（13:30～15:30） 

南子ども会（19:30～21:00） 

13 土 詩吟（19:00～21:00） 

15 月 健康･太極拳教室（14:00～15:30） 

16 火 茶道（13:30～15:30） 

17 水 フォークダンス（10:00～12:00） 

19 金 

健康体操（13:30～15:00） 

健康教室（15:00～16:00） 

南子ども会（19:30～21:00） 

22 月 健康･太極拳教室（14:00～15:30） 

26 金 
健康体操（13:30～15:30） 

南子ども会（19:30～21:00） 

27 土 
ふれあい料理教室（9:30～12:00） 

詩吟（19:00～21:00） 
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一人で悩まないで、まずはお気軽にご相談ください。 

ここ大町会館（隣保館）は、人と出会い、交流、

つながる場です。偏見や差別、排除のない多様な生

き方やこれからの社会の在り方を語り合う場です。 

人と人がつながり合う社会に関心がある方、何かを

始めたいと思っている方、お気軽にお立ち寄りくだ

さい。ご心配事、悩み事など各種相談、お申込み･お

問い合わせは、西条市大町会館（☎0897－55－

5393）まで、お気軽にご相談ください。 

第 250回 会館ミニ展示会 

～毎月 10日は人権を考える日～ 

『クラフト作品展』 

開館時間： 平日 8：30～17：00 

       土曜日 8：30～12：00 

土曜日の午後、日曜日、国民の祝日、年末 

年始（12/29～1/3）は閉館しています。 

全国水平社創立 100周年に向かって 



 １２月１４日（月）、大町小３年生１０７名の総合的な学習の時間『ふるさと大町のじまんをいっぱ

い見つけよう』でゲストティーチャーとして大町小を訪問しました。大町の歴史やふるさと大町の自

慢を見つける地域学習の一環でした。皆さんが住んでいるふるさと「大町」は、「春は武丈の桜、夏は

加茂川の水、秋は黄金に穰る田園と西条祭り、冬は白雪に輝く石鎚山」と謳われるように四季それぞ

れに自然と人とがふれあうことのできる自然豊かな所です。「大町」の地名の由来は学校すぐ近くの大

念寺の起源に始まること、加茂川改修工事をした郷土の偉人「入江常真さん」、水の都西条のうちぬき

の水、江戸時代から続いている西条祭りの歴史や意義などについてお話しました。 

 子どもたちが大好きな大町の自慢を 

引き継ぐために、先人たちの知恵や願 

いを知り、自分たちが暮らすふるさと 

大町を愛し、もっとよくしていこうと 

いう大人に育ってほしいことを伝えま 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日 時】２月１９日（金） 

     15：00～16：00 

【場 所】大町会館２階大会議室 

【講 師】済生会西条病院 介護福祉士 

       

【内 容】認知症予防 

    ～体操とレクマジック～ 

 

   事前申込みは不要です。 

どなたでも参加OK ですので、 

お気軽にお越しください。 

第３回 健康教室  第３回 ふれあい料理教室 

あ ご ん 
な い 

【日 時】２月２７日（土） 

     ９：30～12：00 

【場 所】大町会館 １階調理室 

【講 師】髙木 俊江 先生 

【内 容】春の献立（予定） 

【費 用】3００円 

【定 員】８名（先着順） 

【申 込】大町会館（55-5393） 

までお申し込みください。 

 

 

新型コロナウイルスの脅威が日本だけでなく、全世界に猛威を振るって１年余りが経過しました。

コロナ禍で人間の様々な活動が停止となり、今後の見通しが立たない閉塞感とコロナ禍の影響で世の

中が疲弊している中で、人として何を大切に生きていけばいいのでしょうか。人と人とのつながりと

日常の当たり前の大切さを実感しつつ、気持ちだけは前向きに生活したいと願う毎日です。 

日本赤十字社では、新型コロナウイルスによる感染症は❝３つの顔❞をもっており、これらが❝負の

スパイラル❞としてつながることで更なる感染の拡大につながっていると警鐘を鳴らしています。 

この❝負のスパイラル❞を知り、断ち切るためのガイドとして「新型コロナウイルスの３つの顔を知

ろう！～負のスパイラルを断ち切るために～」を作成しています。 

第１の❝感染症❞は、病気そのものです。 

 このウイルスは、感染者との接触でうつることがわかっています。 

 マスクの着用・手指の消毒・３密の回避で防げます。 

第２の❝感染症❞は、不安と恐れです。 

 このウイルスは見えません。わからないことが多いため、私たちは強い不安や恐れを感じ、ふりま 

 わされてしまうことがあります。それらは私たちの心の中でふくらみ、気づく力・聴く力・自分を 

 支える力を弱め、瞬く間に人から人へ伝染していきます。 

第３の❝感染症❞は、嫌悪・偏見・差別です。 

 不安や恐れは人間の生き延びようとする本能を刺激します。そして、ウイルス感染にかかわる人や 

 対象を日常生活から遠ざけたり、差別するなど、人と人との信頼関係や社会のつながりが壊されて 

 しまいます。 

 

  
 この３つの❝感染症❞はつながっており、「知らないこと」「不安」などが偏見・差別を助長している

と警告しています。恐ろしいのは「ウイルス」です。 

 また、国の新型コロナウイルス感染症対策分科会では、感染リスクが高まる『５つの場面』及び「感

染リスクを下げながら会食を楽しむ工夫」等について政府に提言しています。 

場面１「飲酒を伴う懇親会等」、場面２「大人数や長時間におよぶ飲食」、場面３「マスクなしでの会

話」、場面４「狭い空間での共同生活」、場面５「居場所の切り替わり」です。 

 今、一人一人が自分に何ができるのかを考え、感染拡大を防ぐために自分ができることを実践して

いくことが大切です。「うつらないよう自己防衛！・うつさないよう周りに配慮！・習慣化しよう３

密回避！」（愛媛県の基本的な感染防止対策）を実直に確実に継続して実践していきたいものです。 

『新型コロナウイルス感染予防・感染拡大防止対策について 

大町小３年生『総合的な学習の時間～ふるさと大町のじまんをいっぱい見つけよう！』～に参加！ 


